
2． 厨芥 に よ る 乳牛の  

肉 刺用  

1．調査農家   

調季題家は西多摩郡羽村町の0氏である。．   

0廣は永年養殊に従事していたが、伝染病の発生により大きな被害をうけたので、秦豚を全面的・  

にやめて、厨芥利用による乳牛の肥育を行モうこととした。  

飼育管理上従事するものは野営主の賽と長男の2名である。  

2．㌍育の実態  

（1）畜舎  

牛命甘啄唐七改造した対∫頭式で、牛房は、間口15占珊．奥行5d5c氾で1頭ずつのつたぎ式で  

52の牛研がある。   

閉肥育素牛   

肝琴をl謂結した項吐、生後約1年たクたホ．・ルスタインの雌牛であったが、励近は顛井の価格が高  

く託つためセ∴醸占た如し去勢雄4tあ翻金に妄っセいる。  

（5）飼料の給与方法．  

抑酎芥  

A市め一般家靡から収集した厨芥で、1日陀1．75屯の厨芥収集遥で2台迎ばれて〈る。運は九た  

尉芥憶、50分位水分をきって、生のせま給与してぃる。称に選別は行をってぃないが、竹の串と  

ビニ∵ルは取即金ぃてぃる。  

（ロ除与方法  

市場から導入してすぐに靖芥を与える。厨芥に食ぃつか夜い牛に対しても、他の配合飼柑i全然与  

えず、少描の哉と園芥と飲水を・与冬て食いつくせで待つ、大体1主那巧から2週間たつと食い込んで  

くる。給餌は1・日2回で、・1〉8に、・直一径4・5（玖 珠さ55■仇の「かこ」に1杯ずつ与える。飲水は  

全然与えモh。  

（4）飼育労働時間  

飼育頭数5る諷 管理者2名で、1，早の労働時抑も給餌1時間、掃除・1疇聞2口分、合計．2時間  

20分であった。  

（5）糞尿の処理  

糞尿ほ溜の中に入れてお穴ハて、業者のバキーームカーで汲み取る。  
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汲取料は、1台850円で、1ケ月忙20台位でみ為。  

（占）発育成績  

露人月日の明らかな8頭の牛につhて、4月から1ケ月日毎把体重推定尺によカ軌定した。  

第 7 表  発  背  成  績  

動 物 ノ鑑  導入月日   4月1日   5月1日   占月1El   7月1日  8月1日  9月1日   

42年1月   292極  505顆  55占晦  548晦  5dOI（ダ  5ddK済   

2   ノ′   542   548   5dd   59－白   424   4－55   

て   ／／   5〔】8   519   542   5d占   5、98   428   

4   ／′   297   5C8   551   554   56d   598   

5   〝   505   525   549   571   591   404   

d   41埠11月   585   5．91   424   4d・8   452   4dd   

42年 4月   55占   551  554   5d8   598   4‘】8   

7  295   l  

514   542   554   57d   

」  
釣物ノ佐  

11月1日   12月1El   
1月7日∴    2月1日i  

口   A2雄1月  l579Kダ  

∠   
i  

725   

5   ′′  445   728 ■   

4  
j  

4占4   

459   472′   d2ロ   

5   ／／  451  45d  45d  1479  d24   
d   41年11月  529   

7  1 42左F4月  458   d占4  

8  f  〝   リ91  421  44声  471  こd21              占49  

ガス 8．は4月9日導入  麒2．は1′02 日切迫屠殺   

即ち、5D Dl材前後から45D～500時に漁るまでの1日平均増体重は、最少529・タ、 最大  

725ダ、平均占29タで、個体によ少かなり差があった。参考までに、ホルスタイン種牛標準発  

こヂ平均値と比較すると、平均値では、棋逐日O8Kダから495極陀達するせでの1日平均噌体重は  

775タだから、厨芥利用の場合は、その約8（】％に相当する。  

（7）雪‡政  
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事故の原因で一番多hのは、消化器系統の病気で、特に、竹の串やど′ニール袋をのみこんでおきる  

事故が多h。   

42年中は、52頭出荷して、その中ゐ14頭が事故牛で、全体の2占笹に相当する。事故牛は  

導入後l場も孜い牛に多hので、出荷しても兼牛代にもならず、大き査損失とたる。厨芥の選別を念  

入りに行及う必繋がある。   

5．肥育の経済性  

42年度中に出荷した牛の明神台示すと茶2表のとおりであった。差引金額がマイナスlてたって  

ぃるのは、事故牛である。  

第2表月別わ牛の販売状況  

月 日  衰頁  数  売上代金 ≒ 索 牛 代  差  引   

1．20   12d，000   88，700   57、5［】D   

2． 2   2   545J200   184，000   159；200   

2．15   41，5CO   95，1Dl〕   －5ち6DO   

2．18   25．000   9′し0－00   －dち000   

2．21   107．250   8占′50口   20，75〔1   

5．51   5   478′500  25qOOロ   21叉50D   

5．21   5   411，50ロ   2日4，00D   12ろ500   

d．1d   4   592，5口0   59占．占0〔）   195，90〔l   

7  A   45，ロ00   8も500   －58，500   

Z15   2   2J14，7dO   172．80ロ   71、9占0   

127   48．5ロロ   8ち00□   －4q500   

8． 7   占   97d，200   575，占00   400】600   

8．1d   2   514．570  1る9仁500   144．870   

8．24   5   47qO口〇   2るろ100   211，90D   

8．28   5ら000   80，000   －4乙000   

具 7   2   557：○〔）0   18q－000   157、DOO   

9．10   5   487，口00   252，10〔）   2549DO   

鼠29   る8′コロ0   84，4DO   －1d，400   

128ノ900   84，dOO   44′500   

45，2D□   8管40〔I   －4る、200   10． 5  口        10． 7  口        10．11   1  る8，000   8♀00C   －21，000   

10．25  1  55．000   Bl，DOO   －2ち000   

11＿ d  l  dl，50U   112′0口0   －50．500   

11．20  2  、．52■札000   20も500   11号■700   

11．28  1  102，000   80，00D   22）DDロ   

12．11  2  二 52tロ00   15も000   16占，000   

12．16  2  552．500   17ん100   15句4DC   
12．21  1  4q．ODO   9nロ0〔】   －5〔LOO口   
12．28  1  4＆U00   94，000   －4もOD口   

合  計  52  ＆d8号580  4．る9え50□  1．99qO80   
平  均  128．る42   9n．570   5已27ロ   
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枝肉凍最はヾ最少210晦、最大288K守であ？た。領内単価軋∴中年御売苗場乳牛の▲甲と上  

の中間の偲であった。  

つぎK42年1月から12月までの収入 支出を示すと第う表のとおりであった。  

第5表  一収 支 計 算】  

項  金  割合   目  額   備  

肉 牛 販 売 収 入  d，‘89，580円   1C10 9♭  肉牛52頭分   

そ  の  他   0   D   

10ロ   収   入   合   計  る，占8♀580  

飼  料  或   d占1810   8．12   大麦その他濃厚飼料  

わ  ら   95，959   1．‘d   

飼   料   迎   賃   1、4ろロ00   2．5   軒芥運般の謝礼  

乗  年  代  4′d・9亀50D   8i1   52頭分   

糞  尿  汲  取  代   22、ちちOD   5．95   850円×27，D   

〝  拾 ■場 代   1も500   D．25   50円×27D＝   

消  耗 ‘品  代   70．54D   1．2   

ギ ソ リ ン 代   4ち028   ・8   

畜 舎 補 修 費   51．400   0・ 

支   出 ・合  計  58口t808   100   

差  益   88ろ572  

1疏当少の差益  1ろロd8  

1［l当り一の所得  ．2．451  

1ヨ1頭当りの所得  d占  

4．まとめ   

畜産経営全般についてぃえることであるが、経費の中で最も大きな部分を占める革脚線置いかに  

権威ナるかが、経営を有利に導く方法とぃえる。特に肉畜¢場合は、その影響が大きh。その飼料  

奇殆んど無料に近い厨芥を利用して、乳牛を肥育するということは、誰もがどこでもでさる経営と  

蚊hえ食ぃが、都市近郊の有利性をたくみに生かした経営といえる。．  

。しかし、厨芥という腐敗し易ぃものだけを飼料として利用するのであるから、事故も窄き易く、  

ぃろいろの間露点がある。 
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（1）索牛の大きさ   

経費の中で、一1番大きな部分を占めている寮牛硬を引下げるには、体重の′卜さぃ棄牛な導入ナ  

るエり方法は孜い水 府芥利用に関する牛の生理的夜面忙つぃては殆んど不明である。したがって  

ぃろいろの段階別の肥育について、生理的、樺済的ゐ両面から、比較検討する必要がある。  

（2）車故   

＄故把よる披爽吼非常に大壷ぃが、その原因は．固芥のF昨今まれる竹串やビニール（てよると  

考えられるものか多いム管理にもぅと金と時間をかけて、層奔の選別を念入りに行モえば事故も防  

げて、－＝もっと戚撒か向上するだろう。  

β摂境衛生上の問題   

腐敗し易く、悪臭を放つ厨芥を大貴忙利罵するのであるから、その取り扱ぃについては充分注意  

して、環境衛生上の問題を起さないエうにし孜ければ在らモレ㌦  
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